
市民のうとき
昭和62年10月31日現在

人口 39，869人 (ム 1) 

男 19，073人(十15)

女 20，796人(ム16)

世帯数 12，777世帯 (ム11)

面積 240.93平方キロメートル
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霧

肱
川
の
水
が
、
日
光
を
受
け
で
蒸
発

し
、
夜
間
に
冷
や
さ
れ
る
と
、
大
洲
名

物
の
霧
が
発
生
し
ま
す
。

夜
間
の
放
射
冷
却
が
原
因
と
な
っ
て

い
る
た
め
放
射
霧
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

大
洲
は
、
盆
地
に
あ
る
た
め
、
他
の

地
域
と
比
べ
て
最
高
気
温
が
高
<
、
最

低
気
温
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
加
え
て
、
肱
川
か
ら
の
蒸
発
量
が
多

い
た
め
、
と
て
も
深
い
霧
が
発
生
す
る

よ
う
で
す
。

霧
が
発
生
す
る
と
き
、
肱
川
の
表
面

水
温
と
気
温
と
の
差
は
七
度
以
上
に
な

っ
て
い
ま
す
。

J 11 ⑪=  =肱川の風景

ま
た
、
霧
の
出
た
白
は
、
晴
れ
る
場

合
が
約
六
O
%
を
占
め
、
雨
が
降
る
の

は
六
%
ぐ
ら
い
し
か
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
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故死亡交通-つそ〈

おおず
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広報

年末は特に注意を

十
二
月
は
一
年
の
し
め
く
く
り
の
月
、

な
に
か
と
あ
わ
た
だ
し
く
な
り
ま
す
。

ゆ
と
り
が
な
く
な
っ
て
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
過
ぎ
た
り
、
忘
年
会
で
酒
を
飲
ん
で
車

を
運
転
し
た
り
し
て
の
交
通
事
故
が
多
発

し
ま
す
。

大
洲
市
内
で
は
、
十
月
に
二
件
の
交
通

死
亡
事
故
が
相
次
い
で
起
こ
り
、
昨
年
同

時
期
の
死
者
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

十
月
三
十
日
に
は
、
交
通
死
亡
事
故
抑

止
緊
急
対
策
会
議
が
市
役
所
で
聞
か
れ
、

大
洲
交
通
安
全
協
会
な
ど
の
十
二
団
体
が
、

死
亡
事
故
を
な
く
す
た
め
の
対
策
を
練
り
、

交
通
事
故
防
止
の
大
会
宣
言
を
し
ま
し
た
。

忙
し
い
年
末
で
す
が
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
事
故
防
止
を
心
が
け
て
、
新
し
い
年

を
楽
し
く
迎
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

大
洲
市
の
現
状

十
月
末
日
現
在
、
大
洲
市
で
は
、
百

九
十
五
件
の
事
故
が
起
こ
り
、
負
傷
者

は
二
百
四
十
七
人
、
死
者
は
三
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
数
字
を
昨
年
に
比
べ
る
と
、
発

生
は
十
七
件
、
負
傷
者
は
三
十
七
人
減

っ
て
い
ま
す
が
、
死
者
だ
け
は
一
人
増

え
て
い
ま
す
。

今
年
の
交
通
事
故
は
、
主
要
幹
線
道

路
、
特
に
国
道
日
号
で
多
発
し
て
い
ま

す
。
交
通
事
故
の
八

O
%が
主
要
幹
線

道
路
で
起
こ
り
、
約
四
五
Mm
が
国
道
日

号
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
量
が
少
な
い
夜
間
か
ら

早
朝
に
か
け
て
の
事
故
が
多
く
あ
る
の

も
、
特
徴
の
一
つ
で
す
。

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
命
と
り

愛
媛
県
内
で
は
、
十
月
十
六
日
現
在

で
、
百
人
の
交
通
死
者
が
出
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過

ぎ
に
よ
る
も
の
が
二
十
五
人
と
最
も
大

き
な
原
因
で
す
。
(
円
グ
ラ
フ
参
照
)

車
の
持
つ
最
も
本
質
的
な
機
能
は
、

そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

反
面
、
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
る
に
つ
れ

て
、
事
故
の
危
険
は
高
ま
っ
て
い
き
ま

す。
次
の
三
点
に
よ
く
注
意
し
て
く
だ
さ

①
視
力
の
低
下

ス
ピ
ー
ド
が
増
す
に
つ
れ
て
、
視
力

は
落
ち
、
視
野
も
狭
く
な
り
ま
す
。

10月末までの

大洲市内の交通事故

10月末
同昨 期年現在

件数 195 212 

負傷者 247 284 

死者 3 

視
力
は
、
時
速
三
十
キ
ロ
ぐ
ら
い
で

通
常
の
約
四
分
の
三
、
時
速
七
十
キ
ロ

に
な
る
と
半
分
に
ま
で
低
下
し
ま
す
。

視
野
も
、
時
速
四
十
キ
ロ
で
一

0
0

度
く
ら
い
あ
る
も
の
が
、
時
速
百
キ
ロ

に
な
る
と
、
わ
ず
か
四
十
度
く
ら
い
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

②
車
は
す
ぐ
に
止
ま
ら
な
い

車
は
ス
ピ
ー
ド
が
出
で
い
れ
ば
出
て

v交通死亡事故の原因

速度超過

25人
その他

徐行i各

製弘主義13人
一時不停止 2人

等39人
い
る
ほ
ど
、
停
止
す
る
ま
で
に
長
い
距

離
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
路
面
の
状
況

に
よ
っ
て
、
停
止
距
離
は
大
き
く
異
な

り
ま
す
。

雨
の
場
合
は
、
む
よ
そ
一
・
五
倍
の

距
離
が
必
要
で
す
。

特
に
冬
場
は
、
雪
が
降
っ
た
り
、
道

路
が
凍
結
し
た
り
す
る
た
め
、
ス
リ
y

プ
し
や
す
く
な
っ
て
お
り
、
状
況
に
応

じ
た
ス
ピ
ー
ド
で
運
転
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

③
衝
撃
は
ス
ピ
ー
ド
の
二
乗
に
比
例

時
速
二
十
キ
ロ
が
六
十
キ
ロ
に
な
っ

た
場
合
、
ス
ピ
ー
ド
は
三
倍
に
増
え
て

い
ま
す
が
、
衝
撃
は
九
倍
に
も
ふ
く
れ

あ
が
り
ま
す
。

ち
な
み
に
時
速
六
十
キ
ロ
の
車
が
壁

に
衝
突
す
る
と
、
ピ
ル
の
五
階
か
ら
落

ち
た
と
き
と
同
じ
衝
撃
を
受
け
ま
す
。

2 

わき見

ぼんやり

22人

資料・愛媛県警察本部



おおず広報

愛
媛
県
の
交
通
死
者
百
人
の
な
か
で

六
十
歳
以
上
の
人
は
、
四
十
一
人
に
も

な
り
ま
す
。

ク
ル
マ
社
会
の
中
で
弱
い
立
場
の
お

年
寄
り
ゃ
子
供
た
ち
が
、
交
通
事
故
の

被
害
を
受
け
る
の
は
悲
し
い
こ
と
で
す
。

特
に
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
お
年
寄
り
と

子
供
の
行
動
特
性
を
よ
く
考
え
て
み
ま

し
ょ
F

ワ。

お
年
寄
り
の
場
合

V
変
化
す
る
交
通
環
境
に
対
応
で
き
な

い
ケ
ー
ス
が
多
い

お
年
寄
り
は
、
交
通
ル

l
ル
を
初
め

H

交
通
環
境
H

の
変
化
に
つ
い
て
い
け

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

昔
の
記
憶
に
頼
っ
て
、
交
通
量
が
多

く
な
り
、
交
通
ル

l
ル
も
複
雑
に
な
っ

た
現
在
の
状
況
を
認
識
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
多
い
か
ら
で
す
。

V
体
力
や
運
動
機
能
の
衰
え

年
を
と
る
と
、
当
然
、
体
力
を
は
じ

め
運
動
機
能
や
感
覚
機
能
は
低
下
し
ま

す
。
し
か
し
、
本
人
は
ま
だ
若
い
つ
も

り
で
い
る
た
め
、
現
実
と
意
識
と
の
ギ

ャ
ッ
プ
が
起
こ
り
、
事
故
が
起
き
や
す

く
な
り
ま
す
。

昭和62年12月1日

v死亡者の年齢構成

V
と
き
に
、
身
勝
手
な
行
動
も

基
本
的
な
交
通
ル

l
ル
を
知
っ
て
い

る
お
年
寄
り
で
も
、
身
勝
手
と
し
か
思

え
な
い
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
信
号
が
赤
で
も
横
断
し
た

り
、
道
路
を
斜
め
に
渡
っ
た
り
す
る
よ

う
な
こ
と
で
す
。

子
供
の
場
合

子
供
、
特
に
幼
児
の
行
動
特
性
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

V
ひ
と
つ
の
も
の
に
関
心
が
向
く
と
周

囲
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
く
な
る
。

V
子
を
挙
げ
れ
ば
、
車
は
止
ま
っ
て
く

れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

V

「
危
な
い
よ
L

と
抽
象
的
な
言
葉
だ

け
で
は
、
理
解
で
き
な
い
o

v
物
か
げ
で
遊
ぶ
の
が
好
き
。

V
音
の
す
る
方
向
を
正
確
に
判
断
で
き

な
い
。

V

い
つ
も
通
る
道
路
で
は
交
通
ル

l
ル

が
守
れ
て
も
、
初
め
て
の
道
で
は
守
れ

な
い
。こ

う
し
た
お
年
寄
り
ゃ
子
供
の
心
理

や
行
動
特
性
を
心
に
と
め
て
、
事
故
の

な
い
よ
う
安
全
運
転
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

乗
る
な
ら
飲
む
な

「
自
分
は
、
酒
に
強
い
か
ら
こ
れ
ぐ

ら
い
は
大
丈
夫
」
と
思
つ
で
も
、
ア
ル

コ
ー
ル
は
少
し
で
も
体
に
入
る
と
、
運

動
機
能
や
感
覚
機
能
を
損
い
ま
す
。

自
制
心
や
判
断
力
が
鈍
っ
て
い
て
も

自
分
で
は
気
が
つ
か
ず
、
か
え
っ
て
運

転
が
う
ま
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
し

ま
う
の
が
ア
ル
コ
ー
ル
の
恐
ろ
し
い
点

で
す
。そ

れ
で
は
、
お
酒
を
飲
む
と
ど
ん
な

機
能
障
害
が
現
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
o

v
視
力
障
害
、
特
に
動
い
て
い
る
も
の

を
見
る
動
体
視
力
に
障
害
が
起
こ
る
。

ま
た
、
視
野
も
狭
く
な
り
ま
す
。

V
運
動
神
経
の
機
能
が
低
下
し
、
ブ
レ

ー
キ
の
遅
れ
、
ア
ク
セ
ル
、
ク
ラ
ッ
チ

な
ど
の
操
作
が
乱
暴
に
な
る
。

V
集
中
力
が
な
く
な
り
、
疲
労
感
が
高

誠警一
H
H
d
 

-
』

En

始
叶
-
-

隼
一
末

一
年

一
警
察
で
は
、
十
二
月
初
め
か
ら
、
翌

一
年
一
月
中
旬
ま
で

H

年
末
年
始
の
特
別

一
警
戒
」
を
行
い
、
犯
罪
や
事
故
の
防
止

飲
ん
だ
ら
乗
る
な

ま
る
。た

と
え
ば
、
お
酒
を
飲
ん
で
車
を
運

転
し
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
動
作
が
一
秒

遅
れ
た
と
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
時
速

四
十
キ
ロ
で
走
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
一

秒
の
聞
に
車
は
十
一
メ
ー
ト
ル
走
っ
て

お
り
、
事
故
の
危
険
性
は
高
ま
り
ま
す
。

ひ
と
た
び
事
故
を
起
ご
す
と
、
死
亡

事
故
と
な
り
や
す
い
飲
酒
運
転
。

お
酒
を
少
し
で
も
口
に
し
た
ら
危
険

を
自
覚
し
て
、
「
乗
る
な
ら
飲
む
な
、

飲
ん
だ
ら
乗
る
な
」
を
徹
底
さ
せ
ま
し

ょトフ。

3 -

に
努
め
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
に
、
市
民
の
み
な

さ
ん
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

V
外
出
す
る
時
は
、
必
ず
カ
ギ
を
か
け

る。V
混
雑
す
る
場
所
で
は
ス
リ
に
注
意

V
訪
問
販
売
の
契
約
は
慎
重
に

V
銀
行
で
大
金
を
扱
う
と
き
は
、
一
人

で
は
行
か
な
い
。

ま
た
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

V
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。
さ
せ

な
い
o

v
シ
i
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
。



十
月
十
日
の
体
育
の
目
、
喜
多
小
学
校
を
会
場
に
市
民
運
動

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
市
民
約
五
千
人
が
参
加
、
リ
レ
1
、
網
引

き
に
気
持
ち
ょ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

午
前
九
時
に
始
ま
っ
た
開
会
式
で
は
、
昨
年
、
優
勝
し
た
柳

沢
チ
!
ム
か
ら
優
勝
旗
が
返
還
さ
れ
、
選
手
宣
誓
、
準
備
体
操

が
行
わ
れ
、
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

招
待
種
目
の
小
学
生
リ
レ
ー
か
ら
、
最
後
の
年
齢
別
リ
レ
ー

ま
で
、
地
区
を
代
表
し
た
選
手
た
ち
に
よ
り
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
も
柳
沢
地
区
が
、
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
、
五
連
覇
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。
二
位
は
八
多
喜
地
区
、
一
二
位
は
三
善
地
区

で
、
昨
年
の
十
二
位
か
ら
七
位
に
な
っ
た
肱
北

B
と、

7
位
か

ら
四
位
に
な
っ
た
平
野
地
区
に
努
力
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

昭和62年12月1日
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動運民市
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市民運動会得点表

れ
玉 ポ つ ボ 手口 キナ 糸 メ

捧日年告IJ 
{号 目下

ア A王~ ヤイ ま
ン }I原 f粛

ト な あ
y ン 占 年

入
レ

)[， チス き ノ レ
ひ しミ

ボ ボ 主口斗 )1原送 あ F立Z兄立 位
考れ ス き り しミ )~ 走 Jレ 男女 計 位

柳 y尺 12 12 10 12 11 11 7 11 3 110 99 1 l 優勝

八多喜 9 11 12 11 7 6 12 12 714 91 2 4 準優勝

三善 10 10 7 9 5 12 6 6 813 76 3 3 

平 野 7 9 4 6 8 8 9 4 11 9 1 75 4 7 努力賞

新谷 8 6 7 8 12 9 3 7 10 1 1 71 5 2 

菅田 6 2 11 10 6 5 11 10 512 68 6 6 

肱~tB I 8 4 5 2 7 5 12 8 1 53 7 12 努力賞

南久米 5 5 4 1 l 4 8 9 4 111 52 8 10 

紘北A 3 3 4 7 9 10 2 3 6 1 5 52 9 8 

主須戒 2 4 7 4 10 l 5 8 2 1 7 50 10 5 

大川 4 7 4 3 4 2 10 2 1 112 49 11 11 

肱南 11 l 4 2 3 3 4 1 916 44 12 9 
」一一ーー

4 -

A各地区が次々と入場

企緊張するスタートの瞬間
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企ワラジをはいて力をふりしぼる/

企必死にブレ キをかけて

広報

A けんめいにスタートダ、ソシュ

「

hυ

4なつかしい子連れ
狼も応援に登場
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カ
メ
ラ
で
お
っ
た
運
動
会

..•••••••••••.••.•••• 
・・A

，•..•••••••••••••.. 

•••••.•.••••••••••••. 

大
丈
夫
か
な
、
落
ち
な
い
か
な

4
司

企ゃった/ 著でゴーjレ

昭和62年12月 1日
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が
ン
は
死
因
の
第
-

国保のしおり
⑦ 

位

昭
和
引
年
大
洲
市
の
死
亡
統
計

昭
和
六
十
一
年
大
洲
市
の
死
亡
統
計

に
よ
る
と
、
総
死
亡
数
は
三
百
二
十
二

人
で
、
死
亡
原
因
と
し
て
は
、
ガ
ン
が

七
十
四
人
(
二
三
%
)
と
一
番
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
(
円
グ
ラ
フ
参
照
)

昭
和
六
十
年
ま
で
は
、
脳
卒
中
や
心

臓
病
に
よ
る
死
亡
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
回
初
め
て
ガ
ン
が
第
一
位
に
な

り
ま
し
た
。

十
年
前
の
昭
和
五
十
一
年
に
は
、
脳

卒
中
で
亡
く
な
る
人
が
、
年
間
百
四
人

で
死
因
の
第
一
位
で
し
た
が
、
現
在
で

は
五
十
七
人
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
脳
卒
中
で
倒
れ
る
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死因の第 1位はガン

一昭和61年大洲市の死亡統計より

グラフ1

人
が
減
っ
た
訳
で
な
く
、
医
学
の
進
歩

や
成
人
病
に
対
す
る
知
識
の
普
及
に
よ

っ
て
、
単
に
死
ぬ
ほ
ど
の
発
作
が
少
な

く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

も
っ
と
も
多
い
胃
ガ
ン

(図
2
)
の
部
位
別
に
み
た
ガ
ン
死

亡
数
に
よ
る
と
、
胃
ガ
ン
に
よ
る
死
亡

数
が
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
、
肺
ガ

ン
、
肝
臓
ガ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
は
、
最
近
、
急
速
に
増
え

て
き
た
の
が
肺
ガ
ン
で
、
大
腸
や
肝
臓

の
ガ
ン
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

女
性
で
は
、
子
宮
ガ
ン
が
減
っ
て
、

そのイ也

125人
(38.8%) 

乳
ガ
ン
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

胃
ガ
ン
の
死
亡
者
は
、
男
女
と
も
に

多
く
、
日
本
人
の
ガ
ン
の
特
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
数
の
う
え
で
は
多
い
の
で

す
が
、
他
の
ガ
ン
と
の
差
は
縮
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ガ
ン
の
発
生
部
位
に

変
化
が
現
わ
れ
て
い
る
の
は
、
全
国
的

に
み
ら
れ
る
喫
煙
の
習
慣
と
西
殴
化
し

つ
つ
あ
る
食
生
活
が
原
因
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。定

期
検
診
の
す
す
め

ガ
ン
の
自
覚
症
状
は
、
病
気
が
相
当

進
ま
な
い
と
現
わ
れ
な
い
場
合
が
か
な

り
あ
り
ま
す
。
し
か
も
ガ
ン
の
一
般
的

な
症
状
と
い
わ
れ
て
い
る
し
ご
り
や
出

血
は
、
ガ
ン
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、

他
の
病
気
に
も
み
ら
れ
る
症
状
で
す
。

た
と
え
ば
、
血
疫
が
出
た
か
ら
と
い

っ
て
、
肺
ガ
ン
と
は
限
ら
ず
、
肺
炎
や

気
管
支
炎
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

む
や
み
に
不
安
が
ら
ず
、
異
常
に
気

付
い
た
ら
早
め
に
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

ガ
ン
の
場
合
は
、
早
期
発
見
が
何
よ

り
大
切
で
す
。
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
治

グラフ 2

部位別にみたガン死亡数の年次推移

一大洲市の死亡統計より

る
小
学
も
高
く
な
り
ま
す
。

早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
に
少

な
く
と
も
年
に
」
同
は
、
定
期
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

ガ
ン
を
防
ぐ
た
め
の
十
二
力
条

①
偏
食
し
な
い
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
栄
養
を
と
る
。

②
毎
日
変
化
の
あ
る
食
生
活
を
す
る
。

③
食
べ
過
ぎ
を
避
け
、
脂
肪
は
控
え
目

④
お
滴
は
、
ほ
ど
ほ
ど
に
。

⑤
タ
バ
コ
を
少
な
く
す
る
。

⑥
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と
繊
維
質
の
も
の

を
多
く
す
る
o

e塩辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、
熱
い
も

の
は
冷
ま
し
て
か
ら
。

③
焦
げ
た
部
分
は
避
け
る
。

⑨
カ
ビ
の
生
え
た
も
の
に
注
意
。

⑬
一
過
度
の
日
光
に
は
当
た
ら
な
い
。

⑪
過
労
を
避
け
、
適
度
の
ス
ポ
ー
ツ
を
。

の
ず
か
ら
だ
を
清
潔
に
保
つ
。

← 5 

ガ
ン
は
防
げ
る
ま
ず
検
診
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大
洲
市
は
、
将
来
の
観
光
客
誘
致
の
一
環
と
し
て

種
極
的
に
修
学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

今
年
は
、
神
奈
川
県
立
生
田
高
校
、
大
師
高
校
の

二
校
が
、
十
月
に
大
洲
本
」
訪
れ
、
野
菜
の
取
り
入
れ
、

牛
の
世
話
な
ど
の
農
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

野菜の取り入れ

神
奈
川
県
立
生
田
高
校

世話

生
田
高
校
の
生
徒
五
十
四
人
は
、
十

月
五
日
に
大
洲
へ
到
着
、
六
日
か
ら
七

日
に
か
け
て
農
家
に
泊
ま
り
込
ん
で
、

農
家
の
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

六
日
に
冨
士
山
や
愛
媛
県
蚕
糸
農
協

を
見
学
し
た
後
、
大
洲
市
中
核
農
業
者

協
議
会
(
滝
本
亀
六
会
長
)
に
属
す
る

のや牛

y えと p士宮いゆ y 

4企‘愛媛県歪糸農協を見学している生田高校生

慣ゴをを洲 す f走れ事い「の し権業 i
れワ約や十の大 。たたにろ食入て 、 各 を プ
、近八つ月平師神 ちけ作心事はい養農聞に
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理宅空午主語古川 警官長与守三主デて。主ι
作いる舎日(、県 、かわいかず o やク て
業ま牛のに亀生立 一つりたしま受豚リ
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古
式
泳
法
大
会
で
好
成
績

神
伝
流
の
後
継
者
五
人

ま
し
た
。
(
評
価
は
、
秀
、
優
、
良
の

三
つ
が
あ
り
ま
す
が
、
秀
の
評
価
は
め

っ
た
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
)
。

大
洲
神
伝
流
か
ら
は
、
約
十
年
前
か

ら
こ
の
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
が
、

昭
和
四
十
四
年
に
弘
岡
滋
子
さ
ん
(
当

パ
…
…
時
大
洲
高
等
学
校
の
生
徒
)

!
:
 

¥Jr三
川
一
が
シ
ニ
ア
泳
法
大
会
で
日
本

4
1

…
 

九
一
布
一
川
、
~
一
に
な
っ
た
の
に
次
ぐ
快
挙

一
¥
一
山
で
す
。全

国
か
ら
は
約
五
十
人
が
、

ジ
ュ
ニ
ア
泳
法
の
部
に
出
場

…
し
て
、
呼
吸
の
乱
れ
や
体
が

〆
一
一
、
よ
く
浮
い
て
い
る
か
な
ど
厳

丸
一
一
し
い
審
査
を
受
け
ま
し
た
が

に
い
:
大
洲
の
神
伝
流
は
、
さ
す
が

いい一一
υ

に
発
祥
の
地
だ
け
あ
っ
て
泳

~JJ
…
ぎ
の
型
が
は
っ
き
り
し
て
い

濁
匂
勺
:
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
回
、
生
徒
た
ち
を
引
率
し
た
一
色

晃
先
生
(
北
中
学
校
教
諭
)
は
、
「
こ

れ
か
ら
も
大
洲
に
神
伝
流
を
広
め
、
ふ

る
さ
と
を
忘
れ
な
い
た
め
に
も
伝
承
さ

せ
て
い
き
た
い
。
こ
の
子
た
ち
が
も
う

す
こ
し
大
き
く
な
っ
た
ら
、
シ
ニ
ア
泳

法
の
部
に
出
場
さ
せ
で
み
よ
う
と
思
い

ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

7 ー

¥
写
真
は
、
一
色
先
生
か
ら
神
伝
流
/

/
の
指
導
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
¥
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毎
年
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

の
一
週
間
は
、
人
権
週
間
で
す
。

人
権
週
間
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が

H

人
権
と
い
う
も
の
を
再
認
識
し
、
ま

た
、
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て
他
人
の
人

権
を
侵
し
て
い
な
い
か
反
省
し
て
み
る

週
間
で
も
あ
り
ま
す
。

今
年
の
人
権
週
間
で
は
、
次
の
四
項

目
が
強
調
事
項
で
す
。

V

い
じ
め
・
体
罰
の
根
を
絶
と
う

V
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

V
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

V
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現

し
よ
う

差
別
、
い
じ
め
な
ど
で
お
困
り
の
人

は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
へ
ご
相

談
を
。
(
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
)

大
洲
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の

人
で
す
。
(
敬
称
略
)

地

区

氏

名

教職員の給与¥枝告の建設¥教育費や学校

給食への補助など¥国と地方公共団体で¥芝

くさんの教育費を負担しています。

このほか¥宇宙開発や海洋開発¥ガん対策

など¥科学技術の振興にも力を入れています。

このように¥教育と科学技術の振興のだめ

の費用を「文教及ひ.科学技術振興費」といい

ます。

電

エ
白==日

八

多

喜

宮

⑮

0
4
9
3

新

谷

宮

(

⑪

0
4
7
4

北

只

宮

⑫

3
7
9
4

大

洲

告

⑫

3
7
7
3

大

川

宮

⑫

0
0
2
5

こ
ん
な
と
き
に
は

検
察
審
査
会
へ

兵
頭
典
次

矢
野
嘉
彦

玉
木
道
輝

磯
崎
邦
夫

東
定
一
郎

交
通
事
故
な
ど
で
被
害
を
受
け
た
の

に
、
加
害
者
は
処
罰
さ
れ
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
警
察
、
検
察
庁
で
調
べ
を

し
た
が
、
不
起
訴
処
分
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。ど

う
し
て
も
納
得
で
き
な
い
、
で
も
.

こ
れ
を
だ
れ
に
ど
う
し
て
も
ら
っ
た
ら

よ
い
か
分
か
ら
な
い
。

こ
ん
な
と
き
に
は
、
検
察
審
査
会
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
交
通
事
故
だ
け
で

な
く
、
詐
欺
と
か
窃
盗
、
脅
し
な
ど
す

べ
て
の
犯
罪
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

大
洲
検
察
審
査
会
、
大
洲
市
大
洲
八

四
五
、
松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
部
内

E
0
8
9
3
⑪
2
0
3
8
へ。

年
末
・
年
始
の
火
災
を
聞
と
う

年
末
年
始
は
、
何
か
と
忙
し
く
、
ま

た
、
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー
ブ
を
使
う
た
め

火
災
の
起
こ
り
ゃ
す
い
時
期
で
す
。

災
害
の
中
で
も
火
災
は
、
人
災
の
色

合
い
が
強
く
、
心
が
け
次
第
で
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

トフ。た
き
火
た
き
火
を
し
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い
。
確
実
に
消
火
す

る
。
近
く
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な

た
は
こ
す
い
が
ら
は
、
確
実
に
消
火

し
て
灰
皿
に
入
れ
る
。
寝
た
ば
こ
を
し

な
い
。
く
わ
え
た
ば
こ
で
室
内
を
歩
か

な
い
。

コ
ン
ロ
テ
ン
プ
ラ
油
を
か
け
て
い
る

と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。
コ
ン

ロ
の
使
用
が
終
っ
た
と
き
は
、
コ

y
ク

を
確
実
に
締
め
る
。
ガ
ス
の
臭
い
が
す

る
と
き
は
、
販
売
居
に
連
絡
を
と
り
、

必
ず
原
因
を
確
か
め
る
。

ス
ト
ー
ブ
ス
ト
ー
ブ
は
、
カ
ー
テ
ン
、

障
子
な
ど
か
ら
十
分
な
距
離
を
保
つ
。

ス
ト
ー
ブ
の
上
部
に
洗
濯
物
な
ど
を
干

さ
な
い
。
給
油
や
移
動
を
す
る
と
き
は
、

必
ず
消
火
す
る
。

火
あ
そ
び
子
供
の
子
の
届
く
と
ご
ろ

に
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
置
か
な

い
。
子
供
が
火
遊
び
を
し
て
い
た
ら
注

意
す
る
。

一
一
代
目

ミ
二
消
防
車
完
成

こ
の
た
び
、
消
防
署
員
手
作
り
の
ミ

ニ
消
防
車
が
完
成
し
ま
し
た
。

L
J
供
た
ち
に
絶
対
的
人
気
の
あ
っ
た

初
代
「
消
ち
ゃ
ん
号
し
が
老
朽
化
し
た

た
め
作
り
か
え
た
も
の
で
、
大
人
二
人

が
乗
っ
て
も
楽
に
走
れ
る
ほ
ど
性
能
も

大
幅
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

電
動
式
で
大
き
さ
は
、
幅
一
・
一
日
、

長
さ
一
一
灯
、
高
さ
一
・
二
一
灯
で
、
車
体

は
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
製
で
す
。

車
に
は
、
放
水
装
置
や
回
転
灯
、
サ

イ
レ
ン
、
は
し
ご
も
っ
け
ら
れ
、
本
物

の
消
防
自
動
車
顔
負
け
の
装
備
で
す
。

幼
児
や
児
童
を
対
象
と
し
た
火
災
予

防
行
事
を
行
う
と
き
に
出
動
さ
せ
ま
す

の
で
、
ご
要
望
が
あ
る
と
き
は
、
大
洲

消
防
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

宮
⑪
2
6
6
5

8 



お お ず

市
役
所
の

広報

年
末
年
始

大
洲
市
役
所
で
は
、
年
末
年
始
の
業

務
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

年
末
は
、
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
か
ら
、

ご
用
の
あ
る
方
は
、
お
早
目
に
お
願
い

し
ま
す
。

市
役
所
本
庁

ロ
月
お
日
(
月
)
ご
用
納
め
(
正
午
ま

で
)

ロ
月
却
日
(
火
)
一

~

一

休

み

ま

す

1
月
3
日
(
日
)
)

1
月
4
日
(
月
)
ご
用
始
め

広
kop

快、t
、ドrzkakkpk
、h

£
F
R
Eょ
た
£
Z
K弘知
k
t
t主
恥

r
F
R
C必

市
民
課
(
印
鑑
証
明
)

ロ
月
銘
打
(
月
)
一

8
時
加
分
か
ら
日

ロ
月
加
臼
(
火
)
一
時
加
分
ま
で
印
鑑

ロ
月
初
日
(
水
)
一
証
明
発
行
事
務
の

1
月
4
日
(
月
)
)
み
行
い
ま
す
。

出
生
、
死
亡
な
ど
の
届
け
出
は
、
宿

H
直
者
が
受
け
付
け
ま
す
。

※
こ
の
間
の
急
用
に
つ
い
て
は
、
宿
日

直
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

宿
日
直
者
で
処
理
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。市
立
大
洲
病
院
宮
⑮
2
1
5
1

ロ
月
お
日
(
月
)
診
療
し
ま
す
。

ロ
月
白
日
(
火
)
救
急
患
者
の
み
診
療

し
ま
す
。

ロ
月
初
日
(
水
)
一

一

一

休

診

し

ま

す

0

1
月
3
日
(
日
)
)

1
月
4
日
(
月
)
診
療
し
ま
す
。

総
合
体
育
館
の
工
事
請
負
契
約

昭和62年12月1日

第
二

O
四
回
大
洲
市
議
会
臨
時
会

十
月
三
十
一
日
、
臨
時
市
議
会
が
開

催
さ
れ
、
大
洲
市
総
合
体
育
館
新
築
工

事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
二

議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

V
大
洲
市
総
合
体
育
館
(
建
築
・
機
械

設
備
)
新
築
工
事
の
請
負
契
約
の
締

....完成模型

1 12 f呆
月 月健
3 ~ 28セ
日 日ン
~ ~夕
日月 l

-一一一老
休人
み福
ま 宇止
すセ
。ン

タ

ゴ
ミ
収
集
・
し
尿
く
み
取
り

燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集

ロ
月
白
日
(
木
)
ま
で
収
集
し
ま
す

0

1
月
1
日
(
金
)
一

~

一

休

み

ま

す

1
月
3
日
(
日
)
)

1
月
4
日
(
月
)
収
集
し
ま
す

※
休
み
の
問
、
ゴ
ミ
を
出
し
た
ま
ま
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

し
尿
の
く
み
取
り

ロ
月
白
日
(
木
)
一

~

一

休

み

ま

す

1
月
4
日
(
月
)
)

※
年
末
は
、
と
て
も
混
雑
し
ま
す
の
で

わ
申
し
込
み
は
、
ロ
月
加
日
ま
で
に
。

結
に
つ
い
て

契
約
の
金
額
九
億
一
千
万
円

契
約
の
相
手
方
高
松
市
亀
井
町
一
番

地
三
、
鹿
島
建
設
株
式
会
社
四
国
支
底
、

取
締
役
支
信
長
八
木
賢
二

V
大
洲
市
総
合
体
育
館
(
電
気
設
備
)

新
築
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

契
約
の
金
額

一
億
一
千
五
百
三
十
万

円

契
約
の
相
手
方
大
洲
市
東
大
洲
一
八

番
地
、
四
国
電
気
工
事
株
式
会
社
愛
媛

支
后
大
洲
営
業
所
所
長
山
本
忠
博

No.109 

中
江
藤
樹
の
人
権
教
育

(
そ
の
こ
)

ま
た
大
洲
藩
士
の
子
で
、
大
野
了
佐

と
い
う
青
年
が
い
ま
し
た
。
彼
は
生
来

精
神
が
薄
弱
で
、
そ
の
親
は
、
人
並
み

の
生
活
は
で
き
ま
い
と
あ
き
ら
め
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
向
学
心
に
感
じ

た
藤
樹
は
「
我
了
佐
に
h

ね
い
て
、
ほ
と

ん
ど
精
魂
を
尽
す
」
と
述
懐
す
る
ほ
ど

の
熱
意
を
も
っ
て
教
え
、
つ
い
に
了
佐

を
し
て
医
者
と
し
て
白
立
き
せ
、
後
に

彼
は
、
宮
内
村
(
現
西
宇
和
郡
保
内
町

宮
内
)
で
開
業
し
、
喜
寿
(
七
十
七
歳
)

を
ま
っ
と
う
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
こ
と
に
藤
樹
は
、
現
代
の
障
害

者
教
育
の
さ
き
が
け
で
あ
る
と
い
わ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

藤
樹
の
逸
話
の
中
に
、
近
江
か
ら
京

都
ま
で
駕
麓
(
か
ご
)
に
乗
っ
で
行
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
駕
籍
か
き
は
卑
し
い
職
業
と
さ

れ
、
「
雲
助
L

呼
ば
わ
り
を
さ
れ
て
軽

蔑
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
藤
樹
は
駕
箆

か
き
に
対
し
て
、
性
差
口
・
良
知
・
良
能

の
こ
と
を
教
え
ま
し
た
。
「
駕
箆
か
き

も
落
涙
し
て
喜
び
し
と
な
ん
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
藤
樹
は
、
現
代
の
通
信
教
育
と

も
い
う
べ
く
、
子
紙
を
も
っ
て
子
弟
を

教
え
、
そ
の
う
ち
百
九
十
余
通
が
保
存

人

権

と

同

和

教

育

さ
れ
で
い
ま
す
が
「
与
晦
養
軒
」
と
題

す
る
書
翰
(
し
よ
か
ん
)
の
中
に
、

「
ク
グ
ツ
三
郎
左
衛
門
ク
リ
ヤ
少
流
へ

御
伝
語
の
段
申
し
聞
か
せ
候
。
御
心
に

か
け
ら
れ
か
た
じ
け
な
さ
由
恵
夫
方
よ

り
相
心
得
申
し
遣
わ
し
候
様
と
の
御
事

こ
ユ
失

L

と
い
う
字
句
が
見
え
ま
す
。

こ
こ
に
あ
る
「
ク
グ
ツ
」
と
は
「
で

ご
ま
わ
し
」
、
「
ク
リ
ヤ
」
と
は
「
矢
つ

く
り
し
の
こ
と
で
、
と
も
に
当
時
、
差

別
さ
れ
て
い
た
人
々
の
職
業
で
あ
り
ま

し
た
。
文
面
か
ら
見
て
、
藤
樹
は
こ
の

よ
う
な
人
々
と
も
親
し
く
交
際
し
て
い

た
こ
と
が
知
れ
ま
す
。

藤
樹
の
弟
子
、
熊
沢
蕃
山
の
逸
話
の

中
に
、
加
賀
の
飛
脚
が
忘
れ
た
大
金
を

届
け
た
正
直
な
馬
引
き
の
話
が
あ
っ
て
、

皆
さ
ん
も
知
っ
て
い
ら
れ
る
こ
と
と
忠

い
ま
す
が
、
名
を
尋
ね
ら
れ
た
馬
引
き

が
、
「
私
は
名
も
な
い
馬
引
き
で
ご
ざ

い
ま
す
。
た
だ
私
の
在
所
の
近
く
小
川

村
に
中
江
与
右
衛
門
先
生
が
あ
っ
て
、

私
は
そ
こ
で
講
釈
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

い
で
お
り
ま
す
L

と
答
え
る
く
だ
り
が

あ
り
ま
す
。

当
時
「
馬
借
L

と
い
わ
れ
、
差
別
さ

れ
て
い
た
馬
引
き
を
も
教
え
て
や
ま
な

か
っ
た
中
江
藤
樹
こ
そ
、
現
代
の
人
権

教
育
の
先
覚
者
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
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8日

昭和62年12月1日

日目@
歳末たすけあい運動

(12月1日-31日)

奥

さ

ん

訪

No.?8 

霧
に
驚
き
ま
し
た

都
美
知
子
さ
ん
(
大
洲
・
却
歳
)

問

V
出
身
は
京
都
で
、
嵐
山
の
近
く
で

す。V
初
め
て
大
洲
に
来
た
時
は
、
田
舎

おおず広報

毎
年
十
月
二
十
五
日
は
、
上
須
戒
の

大
元
三
一
嶋
神
社
、
天
満
神
社
の
お
祭
り

で
す
が
、
今
年
七
月
に
、
大
洲
市
の
無

形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
た
子
供
ね
り
相

撲
甚
句
(
じ
ん
く
)
が
披
露
さ
れ
ま
し

た。
上
須
戒
の
子
供
ね
り
相
撲
甚
句
は
、

江
戸
時
代
の
末
期
に
は
既
に
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
五
年
ご
ろ
か

ら
と
だ
え
勝
ち
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
五
十
二
年
に
、
保
存

会
が
結
成
さ
れ
、
地
域
を
あ
げ
て
保
存

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
甚
句
は
、
小
学
校
二
年
1
六
年

生
の
子
供
十
人
が
化
粧
ま
わ
し
姿
の
力

士
と
な
り
、
二
人
の
行
司
(
小
学
生
)

の
文
句
に
合
わ
せ
て
、
は
や
し
を
入
れ

な
が
ら
円
障
を
組
ん
で
踊
る
も
の
で
、

第
一
部
シ
コ
踏
み
、
第
二
部
甚
句
踊
り
、

第
三
部
東
西
文
句
、
第
四
部
弓
取
り
式

で
終
わ
り
ま
す
。

そ
の
素
朴
さ
と
独
特
の
節
ま
わ
し
な

ど
が
評
価
さ
れ
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
が
、
心
配
さ
れ
て
い
る
の
は
、

指
導
者
が
少
な
い
こ
と
。

現
在
は
、
当
川
盛
江
さ
ん
(
農
業
・

伍
歳
)
一
人
だ
け
が
指
導
を
行
っ
て
お

り
、
後
継
者
の
育
成
が
強
く
望
ま
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
目
、
上
須
戒
の
お
旅
所
や
各
民

家
で
、
相
撲
甚
句
を
保
存
・
伝
承
す
る

た
め
に
ピ
デ
オ
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
も
、
寒
い
中
、
け
ん
め
い

に
踊
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
の
中
か
ら

後
継
者
が
出
て
き
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

新
刊
図
書
案
内

浮

世

絵

草

書

野

間

宏

著

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
講
話
山
田
日
間
著

新

六

法

昭

和

臼

年

版

三

省

堂

民

事

の

訴

訟

福

井

有

利

他

著

被
差
別
の
文
化
・
反
差
別
の
生
き
ざ

ま

福

岡

安

則

・

他

編

学

習

塾

結

城

忠

・

他

著

0
歳

井

深

大

著

親

と

子

の

風

景

渡

辺

弘

純

著

ボ

i
ド
織
り
セ
ー
タ
ー
の
基
礎

山
野
井
佳
子
著

米

の

流

通

変

革

佐

伯

尚

美

編

俳

画

小

田

嶋

十

黄

著

戦
場
の
聞
き
約
束
木
下
恵
介
著

イ

ベ

ン

ト

入

門

熊

野

卓

司

著

体
育
あ
そ
び
・
ゲ
ー
ム
事
典

三
宅
邦
夫
著

い
け
ば
な
花
材
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
7
冊

工
藤
和
彦
著

や
さ
し
い
初
歩
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

舟
田
京
子
著

古
代
の
恋
愛
生
活
古
橋
信
孝
著

作
家
の
肖
像
東
版
新
刊
ニ
ュ
ー
ス

一
茶
と
山
中
家
の
人
々
山
上
次
郎
著

菜

の

花

物

語

椎

名

誠

著

ベ

ル

リ

ン

物

語

小

田

実

著

朱
夏
の
女
た
ち
上
・
下
五
木
寛
之
著

風
の
タ
l
ン
・
ロ
ー
ド
石
井
敏
弘
著

下

駄

の

音

三

浦

哲

郎

著

現
代
北
駄
文
学
四
人
集
谷
口
幸
男
編

敗
れ
た
者
た
ち

P
・
ヴ
ア
イ
ス
著

図

書

館

10ー
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司
臥
龍
山
荘
を
せ
ん
定
奉
仕
大
洲
造
園
組
合

十
月
二
十
四
日
、
大
洲
造
園
組
合
(
矢
野
一
和
組
合
長
)

は
、
臥
龍
山
荘
の
せ
ん
定
奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。

ツ
ゲ
や
マ
キ
な
ど
の
庭
木
を
、
小
雨
の
降
る
中
、
て
い
ね

い
に
せ
ん
定
、
今
年
か
ら
始
め
た
奉
仕
作
業
で
す
が
、
今
後

も
年
に
一
、
二
回
は
行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

仰向趨

昭和62年12月1日

企園児大喜び竹田一日保育所長

大i1H市保育会(楠緑会長)主催の一日保
育所長に、今年は竹田伝(大洲市議会厚生

文教委員長)さんが選ばれ、柳沢保育所で

一日保育所長をつとめました。

竹田委員長は、園児と共にお遊戯やゲー

ムの後、得意の手品も披露、園児も大喜び

でした。

....20競技に熱戦展開
障 害 者 スポーツの集い

10月30日、大洲 学園を会場に大洲市障害者ス ポ

ーツの集しミ(大洲市国際障害者年推進協議会主催)

が聞かれました。

大 i'JH学園、大川 育 成 園 、 大 洲 市 身 体 障 害 者 協議

会などから約 400人が参加、玉入れやつな引きな

ど20競技に気持ちよし斗子をt荒していました。

企沖縄国体に出場 サッカーの亀山くん
10月25日から沖縄県で聞かれる国民体育大会、

少年サ y カー愛媛選抜チームに亀山英一くん(大

洲高等学校 3年)が選ばれ、市役所の市長室で、

10月20日、市長から激励のごとばを受けました。

亀山くんは、 100t;;:を11秒 台 で 走 る 俊 足 の ウ イ ン グ

で、スピ ドを生かしたドリブルが得意とのこと、

「大洲高等学校の代表としてがん張ります」とは

りきっていました。

成
人
式
(
第
四
十
回
)

ご
案
内

大
洲
市
で
は
、
成
人
と
な
る
み
な

さ
ん
の
前
途
を
祝
福
し
て
式
典
を
行

い
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
十
二
月
上
旬
に
葉

書
で
案
内
し
て
い
ま
す
が
、
も
し
も

れ
て
い
る
人
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教

育
委
員
会
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

転
出
さ
れ
て
い
る
人
で
も
、
十
二

月
二
十
五
日
ま
で
に
、
各
公
民
館
へ

申
し
込
み
す
れ
ば
、
成
人
式
に
参
加

で
き
ま
す
。

日

時

一

月

卜

五

日

午
前
九
時
か
ら

場

所

大

洲

市

役

所

対
象
者
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
一
日

か
ら
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

詳
し
く
は
教
育
委
員
会
社
会
教
育

体
育
課
へ
わ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
8
9

一 11



昭和62年12月1日

保
強
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
ぺ

乳

幼

児

実

施

日

該

当

者

ロ
月
1
日
(
火
)
昭
和
白
年
7
月
生
※

ロ
月
8
日
(
火
)
昭
和
白
年
4
月
生

ロ
月
日
日
(
木
)
昭
和
白
年
5
月
生
※

ロ
月
日
日
(
火
)
昭
和
臼
年
1
月
生
※

ロ
月
辺
日
(
火
)
昭
和
田
年
日
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

1
日
時
加
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

ロ
月
6
日

(
日
)

ロ
月
日
日

おおず広報

大
洲
記
念
病
院
(
徳
森
)

宮

(
ω
2
0
2
2

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

郷
緒
小
児
科
(
西
大
洲
)

12 
(月
日 20
)日

ロ
月
幻
日

(
日
)

ロ
月
出
日

(
月
)

ロ
月
却
日

(
火
)

ロ
月
初
日

(
水
)

ロ
月
白
日

(
木
)

1
月
1
日

(
金
)

告

(
ω
3
9
3
6

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

村
上
内
科
(
常
磐
町
)

宮

(
ω
2
3
4
6

大
洲
中
央
病
院

告
⑫
4
5
5
1

久
保
医
院
(
新
谷
)

宮(⑪
0
1
5
8

大
洲
中
央
病
院

告

(
ω
4
5
5
1

市
立
大
洲
病
院

宮
⑪
2
1
5
1

市
立
大
洲
病
院

E
@
2
1
5
1
 

加
戸
病
院
(
若
宮
)

宮

(
ω
5
1
0
1

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

肱
川
医
院
(
菅
田
)

宮
⑫
2
9
1
5

1 
(月
土 2
~日

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

三
瀬
内
科
(
八
多
喜
)

宮
⑮
0
0
0
3

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

町
野
医
院
(
森
山
)

宮
⑪
0
0
0
2

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院
9
時
却
分

i
ロ
時

大

洲

郵

便

局

日

時

l
H
時
叩
分

J

R
パ
ス
大
洲
営
業
所
(
若
宮
)

日
時
l
m
時

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

金

一

封

柚

木

小

倉

和

芳

金
一
封
(
寄
付
金
)
大
洲

N
T
T
'
大
洲
電
報
電
話
局
社
員
一
同

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

横

畑

照

徳

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八

多

喜

町

田

口

綾

子

金
一
封
(
上
須
戒
老
人
会
と
上
須
戒

地
区
社
協
へ
)
上
須
戒
稲
田
辰
雄

金
一
封
(
身
体
障
害
者
協
議
会
と
市

社

協

へ

)

若

宮

松

林

義

隆

金
一
封
(
生
花
の
謝
礼
そ
の
他
を
大

洲

学

園

へ

)

田

口

東

キ

リ

ヱ

内
唯

案
う

と「

ι談目
R4

T
 いずれも無料です。

利用ください。

砂交通事故相談

と き 12月 8日 10時~15日寺

12月21日ク

とごろ 市役所別館 3階会議室

惨人権相談

と き 12月21日 13日寺一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

惨法律相談

と き 12月 7日 13時一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 12月 1日、 10日、 25日

13時~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

惨家 庭児童相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

とごろ 大 洲 市 福祉事務所

砂行政相談

と き 12月19日 9 日寺~12日寺

ところ 市 役所 1階会議室

急ぐ時は晋⑪3794 (玉木)まで

惨社会保険相談

と き 12月21日 10時一16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当 松山西社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

と き 12月24日 13時一15日寺

とごろ 大洲市保健センタ

対象的歳以上の人

惨何 でも相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大洲隣保館E⑪ 6100

大洲福祉会館E⑫0947

惨不動産無料相談

とき 12月15日 9時一16時

ところ 宅建協会 大 洲 支 部

フヂエダ花庄 2階、常磐田J4

1 
(月
日 3
~日

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

ロ
月
日
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

ロ
月
お
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮

(
ω
3
1
6
5

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
ロ
月
3
日
(
木
)

固定資産税(第3期)

の納税

納期は12月25日

月.o. 
'7 

金
一
封
(
お
み
こ
し
行
列
の
寄
付
の

一
部
を
柳
沢
地
区
社
協
へ
)
柳
沢

柳
沢
保
育
所

(
物
品
の
口
座
)

赤
で
ん
わ
貯
金
箱

3
台

大
洲

N
T
T
・
大
洲
電
報
電
話
局

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

圃

哩

い
よ
い
よ
今
年
も
終
わ
り
に
近
づ
き

ま
し
た
。
表
紙
の
「
肱
川
の
風
景
L

シ

リ
ー
ズ
も
今
月
号
で
終
わ
り
ま
す
。

来
年
は
、
表
紙
に
何
を
持
っ
て
こ
よ

う
か
な
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
に
か
と
忙
し
い
年
末
で
す
が
、
あ

ま
り
急
い
で
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

(
S
)
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